
議会費

2.4%

総務費

22.6%

民生費

18.6%

衛生費

8.4%

労働費

0.0%

農林

水産業費

7.6%

商工費

1.6%

土木費

9.5%

消防費

4.0%

教育費

5.5%

災害復旧費

11.2%

公債費

8.4%

予備費

0.2%

※金額は端数調整し「万円」で表記

歳 入

自主財源

13.3 %

依存財源

86.7 %

村税

6.6%

使用料及び

手数料

1.3%

繰入金

3.7%

その他

1.7%

地方交付税

52.7%

国庫支出金

9.7%

県支出金

13.4%

村債

7.3%

その他

3.6%

人口減少により、村税収入等の自主財源が減少傾
向にあることから、引き続き厳しい財政状況ではあ
りますが、後年度の財政負担を考慮し健全な財政運
営に努めてまいります。

令和３年度 一般会計予算

※グラフ内の数字は予算構成比率

（目的別）

（前年度比1.8％増）

歳 出

予算額 増減率

1億4,649万円 △ 5.0％

2,773万円 △ 3.0％

8,254万円 19.3％

分担金及び負担金 92万円 △ 39.9％

財産収入 508万円 △ 7.7％

寄附金 230万円 0.0％

諸収入 1,945万円 △ 23.7％

繰越金 1,000万円 0.0％

2億9,451万円 △ 0.8％

11億7,000万円 0.0％

2憶1,635万円 6.5％

2億9,719万円 39.3％

1億6,180万円 △ 23.4％

8,015万円 △ 6.5％

19億2,549万円 2.2％

22億2,000万円 1.8％合計

自

主

財

源

使用料及び手数料

繰入金

そ

の

他

計

依

存

財

源

地方交付税

国庫支出金

県支出金

村債

計

その他

村税

項　　　目

令和３年度の当初予算が3月議会定例会で可決されました。一般会計総額は22億2千万円、前年度比

1.8％、4,000万円の増となりました。

本年度は、コロナ禍のなかでも住民一人ひとりが安心して暮らせる村づくりを目指し、感染症対策

が万全にできる財源を確保しました。また道路・橋りょうの維持補修や安全施設対策を行い生活基盤

整備の充実を図ります。

限られた財源の中で、住民が求めるものは何か
を考え、「安心・安全な村づくり」の環境整備を
中心に各種施策を盛り込みました。

区分 予算額 増減率

議 会 費 5,405万円 △ 1.1％

総 務 費 5億78万円 △ 0.4％

民 生 費 4億1,233万円 4.8％

衛 生 費 1億8,651万円 2.6％

労 働 費 102万円 △ 0.1％

農 林 水 産 業 費 1億6,825万円 △ 9.8％

商 工 費 3,461万円 △ 4.2％

土 木 費 2億1,111万円 115.4％

消 防 費 8,916万円 △ 1.7％

教 育 費 1億2,206万円 △ 11.4％

災 害 復 旧 費 2億4,900万円 △ 20.8％

公 債 費 1億8,612万円 4.8％

予 備 費 500万円 0.0％

合計 22億2,000万円 1.8％



人件費

20.2 % 扶助費

4.9%

公債費

8.4 %

物件費

16.8 %

維持補修費

3.4 %

補助費等

17.0 %

積立金

1.8 %

投資及び出資

金貸付金

0.1 %

繰出金

6.9 %

普通建設

事業費

9.1 %
災害復旧

事業費

11.2

予備費

0.2%

義務的経費 33.5％

投資的経費 20.3％

（性質別）

特 別 会 計 予 算

主要施策と主な事業本年度の重点事業

生活環境基盤の整備充実

ケーブルテレビ・インターネット事業の運営

乗合バス・タクシーの運行及び運行支援

村道改良・維持補修

住民の福祉施策･健康増進施策の充実

障害者に対する各種支援

高齢者福祉サービスの実施（いきいき祝金 等）

児童福祉各種施策（保育園委託、児童手当 等）

各種住民健診及び予防接種の実施

少子･高齢化対策、過疎対策事業の充実

高校生通学費及び入学支援費補助

75歳以上乗合バス・タクシー運賃無償化

移住定住促進（空き家改修、定住促進奨励金 ）

自然条件を活かした農林業等産業の振興

農業振興（就農支援、鳥獣害対策）

農道農地整備（子母山地区）

森林整備及び環境美化（日照確保、除伐採）

林道作業道整備開設

商工業の振興対策・観光施策の充実

観光施設整備（公衆トイレ整備 等）

商工業関係補助及び利子補給

義務教育･社会教育の充実、文化財の保護･整備

小中学校の教育環境の整備（複式学級解消 等）

学校・家庭・地域連携事業

生涯学習、スポーツの推進（スポーツフェスタ等）

会　計　名 予算額 増減率

国 民 健 康 保 険 3億750万円 4.6％

簡 易 水 道 5,270万円 27.3％

自 然 休 養 村 302万円 15.6％

生 活 排 水 3,660万円 10.9％

介 護 保 険 6億4,750万円 0.7％

後 期 高 齢 者 医 療 5,040万円 2.9％

予算額 増減率

人 件 費 4億4,817万円 △ 3.5％

扶 助 費 1億848万円 △ 5.4％

公 債 費 1億8,612万円 4.8％

計 7億4,277万円 △ 1.8％

普 通 建 設事 業費 2億150万円 10.2％

災 害 復 旧事 業費 2億4,900万円 △ 20.8％

計 4億5,050万円 △ 9.4％

物 件 費 3億7,196万円 4.8％

維 持 補 修 費 7,505万円 234.9％

補 助 費 等 3億7,691万円 5.4％

積 立 金 4,027万円 99.0％

投資及び出資 金貸 付金 328万円 △ 9.0％

繰 出 金 1億5,426万円 △ 5.0％

予 備 費 500万円 0.0％

計 10億2,673万円 10.8％

22億2,000万円 1.8％合計
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費
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経
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１.新型コロナウイルス感染症対策

新型コロナウイルス感染症対策費として福祉安心基金

に3,000万円の積立を行い、今後起こりうる不測の事態

に備えます。

２.災害に強い村づくり

村道の維持補修や安全施設・法面保護工事を村内各所

で行います、また橋梁の点検・修繕を計画的に実施し、

災害に強い村を目指します。

令和元年台風19号災害の被災箇所の復旧完了に向けて

全力を尽くします。

３.情報通信環境の改善

情報通信量の増加に対応するため、現在の村のイン

ターネット回線の上位回線を増速し、快適な情報通信環

境を整備します。


